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放
牧
…
大
き
く
育
て
よ

牛
の
放
牧
は
、
五
月
七
日
か
ら
三
日
間
、
実
取

・
岩
井

・
脇
元
の

放
牧
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
放
牧
頭
数
は
昨
年
よ
り

一
制
ほ
ど
増
え
て
約
六
百
頭
．

こ
の
冬
生
ま
れ
た
子
牛
は
、
初
め
て
み
る
広

い
野
に
大
は
し
ゃ
ぎ
。

親
牛
の
周
囲
を
元
気
に
跳
ね
回

っ
て
い
ま
し
た
。

帥
“
年5月号

入牧時65k9の子牛も退牧時は170k9の 期待が寄せられる

No.165



広報しうら ②

学
校

・
家
庭

白 りll行 雄

―

哺
Ю
Ю
Ｉ

を
強
調
し
て

い
る
。

ま
た
、
社
会
教
育
主
要
施
策
で

は
、
「
全
村
民
の
生
涯
に
わ
た
る

主
体
的
学
習
の
推
進
」
を
方
針
に

か
か
げ
、
具
体
的
な
進
め
方
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
と
な

っ
て
い

■
激
変
す
る
社
会
情
勢
に
対
し
て
、

全
村
民
の
生
涯
に
わ
た
る
主
体

的
学
習
の
推
進
を
め
ざ
し
、
現

代
的
課
題
を
直
視
し
な
が
ら
、

輝
か
し
い
郷
上
の
未
来
を
創
造

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
な
人

間
性
の
育
成
を
主
眼
と
す
る
。

■
学
校
教
育

。
家
庭
教
育

・
社
会

教
育
が

一
体
と
な
り
、
全
村
あ

げ
て
生
涯
教
育
の
推
進
を
図
り
、

村
民
相
互
の
対
話
の
協
調
に
よ

り
共
通
理
解
を
深
め
、
社
会
教

育
の
充
実
、
発
展
に
つ
と
め
る
。

■
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
の
あ
る

村
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
す
ぐ
れ
た
知
性
、
豊
か
な
情

操
、
た
く
ま
し
い
体
力
と
お
う

せ
い
な
実
行
力
を
備
え
た
村
民
　
　
し
て
い
る
。

づ
く
り
に
つ
と
め
る
。

■
社
会
教
育
環
境
の
整
備
及
び
生

涯
の
各
時
期
に
応
じ
た
学
習
の

場
と
機
会
の
拡
充
に
つ
と
め
る
。

■
地
域
住
民
の
実
態
調
査
で
は
、

高
齢
者
を
除
く
成
人
男
女
の
学

習
に
対
す
る
認
識
が
低
迷
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
次
の
世
代
に
生

き
、
新
し
い
地
域
社
会
の
形
成

者
で
あ
る
幼
児
及
び
小

・
中

・

高
校
生
を
持

つ
親
の
学
習
意
欲

の
向
上
と
、
意
識
の
定
着
に
つ

さ
ら
に
、
七
項
目
に
わ
た
る
重

点
事
項
を
定
め
、
次
の
と
お
り
と

市
浦
村
教
育
委
員
会

社
会
教
育
の
指
導
体
制
の
確
立

公
民
館
主
事
の
専
任
、
常
動
、

社
会
教
育
団
体
の
指
導
者
の
養
成
、

社
会
教
育
指
導
員
の
配
置
、
民
間

有
志
指
導
者
の
社
会
的
活
用
。

生
涯
教
育
の
構
造

・
充
実
及
び

有
機
的
菫
営
　
各
種
学
級
及
び
講

座
の
開
設
、
家
庭
教
育
学
級
の
充

実
、
青
少
年
教
育
の
充
実
。

社
会
体
育
の
振
興
　
村
民
総
ス

ポ
ー
ツ
事
業
の
拡
充
。
社
会
体
育

団
体
の
拡
充
と
自
発
的
活
動
の
助

長
。
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
高
効
率
利
用
の
促
進
。

芸
術

・
文
化
活
動
の
振
興
　
郷

土
芸
能
の
保
存

。
伝
承
。
文
化
財

の
保
護
保
存
。
文
芸
資
料
の
収
集

・
保
存
。
文
化
団
体
、
サ
ー
ク
ル

等
の
育
成
助
長
。

社
会
教
育
施
設
の
整
備
、
拡
充

中
央
公
民
館
建
設
の
促
進
、
村

民
総
合
運
動
公
園
建
設
の
促
進
。

社
会
教
育
関
係
団
体
の
助
長

地
域
的
な
社
会
教
育
活
動
の
奨
励
。

社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
の
奨

励
。あ

す
を
拓
く
あ
す
な
ろ
県
民
遍

動
　
健
康
で
明
る
い
快
適
な
村
づ

く
り
運
動
を
促
進
す
る
た
め
、
親

切
に
す
る
運
動
。
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
運
動
。
環
境
美
化
運
動
。
健

康
づ
く
り
運
動
等
を
進
め
て
い
く

ひ

と

こ

と
覇
菫
】

教
育
次
長

高

橋

精

一

人
間
は
教
育
さ
れ
得
る
動
物
で

あ
り
、
ま
た
教
育
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
と
言
わ
れ

戦
後
、
義
務
教
育
の
年
数
が
延

長
さ
れ
、
高
校
、
大
学
の
進
学
率

が
、
グ
ン
と
高
く
な

っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
非
行
の
低
年
齢
化
や
、

校
内
暴
力
の
激
増
は
ど
う
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
の
教
育
が
悪
か

っ
た
の

か
、
社
会
環
境
が
乱
れ
て
い
る
た

め
か
、
遺
伝
的
な
素
因
に
よ
る
も

の
か
、
原
因
は
誠
に
複
雑
で
す
。

し
か
し
、　
一
般
に
非
行
の
始
ま

り
は

「友
達
が
悪
か

っ
た
か
ら
」

「誰
に
誘
わ
れ
た
か
ら
」
等
々
す

べ
て
他
人
の
せ
い
に
し
、
自
分
の

意
志
や
、
責
任
は
全
く
影
が
薄
れ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

い
ま
、
も

っ
と
も
反
省
し
て
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
意
志

決
定
の
責
任
と
、
主
体
制
の
問
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
教
育
の

一
体
化
等

そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
基
本

目
標
に
、

「伝
統
文
化
に
よ

っ
て

培
わ
れ
た
豊
か
な
情
操
と
す
ぐ
れ

た
知
性
の
伸
長
を
は
か
り
、
美
し

い
自
然
と
共
に
生
き
る
意
欲
あ
る

人
間
の
育
成
に
つ
と
め
る
。」
こ
と

を
か
か
げ
て
い
る
。

そ
し
て
、
重
点
事
項
に
は
、

■
学
校
教
育
の
充
実

■
社
会
教
育
活
動
の
促
進

■
青
少
年
の
健
全
育
成

■
社
会
教
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
施
設
の
充
実

■
芸
術
文
化
の
振
興
と
文
化
財
の

保
護
保
存

を
あ
げ
、
学
校
教
育
の
重
点
事
項

で
は
、

■
授
業
の
研
究
改
善

■
教
材
教
具
の
充
実
活
用

■
体
力
づ
く
り
の
推
進

■
学
習
指
導
ど
生
徒
指
導
の

一
体

■
家
庭
教
育

。
社
会
教
育
と
の

一

体
化



5輛程に成長した稚魚はふ1闘から十三湖へ運ばれる

サケの稚魚放流

期待を込めて村
で
は
、
三
年
前
か
ら
サ
ケ
の

増
養
殖
事
業
倍
増
計
画
を
す
す
め
、

サ
ケ
の
ふ
化

・
放
流
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
も
十
三
湖
に

サ
ケ
の
稚
魚
三
百
万
匹
を
放
流
し

を
建
設

・
ふ
化

・
放
流
事
業
に
着

手
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
二
月

一
日
か
ら
四
月
に

か
け
て
、
三
百
万
匹
の
卵
を
岩
手

県
津
軽
石
川
か
ら
導
入
。
昨
年
を

上
回
わ
る
九
十
八
智
の
高
ふ
化
率

を
記
録
し
ま
し
た
。

四
月
二
十
八
日
放
流
し
た
サ
ケ

の
稚
魚
は
、
体
長
五
礎
Ｈ
に
成
長

し
た
も
の
ば
か
り
で
、
三
～
四
年

後
に
は
成
魚
と
な

っ
て
帰

っ
て
く

る
よ
う
地
元
関
係
者
の
期
待
を
担

っ
た
サ
ケ
の
稚
魚
は
、
元
気
に
湖

面
を
泳
ぎ
ま
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
五
十
五
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
ク
ル
マ
エ
ビ
放
流
事
業
は
、

十
三
湖
中
島
付
近
に
五
十
万
匹
を

放
流
、
五
十
六
年
度
で
も
七
月
十

日
ご
ろ
か
ら
前
潟
で
中
間
飼
育
し

た
あ
と
、
五
十
万
匹
を
放
流
す
る

予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ホ
タ
テ
養
殖
事
業
に
つ
い
て
は
、

十
三
漁
業
協
同
組
合
が
四
月
二
日

か
ら
四
月
七
日
ま
で
の
間
に
、
日

本
海

⌒車
力
沖
）
に
二
百
四
十
万

個
の
ホ
タ
テ
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
鰺
ケ
沢

・
車
力

・
十
三

・
下
前

。
小
泊
の
各
漁
業

協
同
組
合
が
単
独
事
業
と
し
て
、

一
斉
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

村
で
は
三
年
前
か
ら
、
高
齢
者

や
出
か
せ
ぎ
農
家
を
対
象
と
し
た

子
牛
の
貸
付
制
度
を
導
入
し
、
飼

養
農
家
の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
飼
養
戸
数
は
六
十
七

飼
育
頭
数
が
年
々
増
え
て
き
た

こ
と
に
伴

い
草
地
面
積
が
少
な
く

需
要
に
応
じ
き
れ
な
く
な

っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
昨
年
か
ら

総
事
業
費
四
億
四
千
五
百
万
円
を

投
じ
て
牧
場
の
拡
張
工
事
を
実
施
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
事
業
完
成

特
に
は
、
草
地
を
現
在
の
百
五
十

八
診
か
ら
二
百
七
十

一
診
に
拡
張

さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
カ
ラ
リ
と

晴
れ
上
が
り
、
冬
期
間
農
家
で
飼

育
さ
れ
て
い
た
牛
が
ト
ラ
ッ
ク
で

次
々
と
運
び
込
ま
れ
、
県
家
畜
保

岩
木
川
の
河
口
十
三
湖
…
…
。

サ
ケ
の
上
る
川
と
し
て
知
ら
れ

る
岩
木
川
も
、
近
年
め

っ
き
り
そ

の
数
も
減

っ
て
、
漁
獲
量
も
さ

っ

ぱ
り
。

村
で
は
、
沿
岸
漁
業
の
見
直
し

と
し
て
、
国
、
県
が
打
ち
出
し
た

サ
ケ
資
源
増
大
計
画
に
呼
応
し
、

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
、
磯
松
山

国
有
林
に
、
サ
ケ

。
マ
ス
ふ
化
場

③ 広報しうら

「十二湖を忘れないで」と漁協関係
者が放流

広ぃところだからネ あまり遠くへ行くなよ4′
ミ語り合うミモウ君の親子

健
衛
生
所
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
　
　
　
飼

い
主
に
見
守
ら
れ
て
、
約
六

係
員
か
ら
、
病
気
が
な
い
か
ど
う
　
　
力
月
ぶ
り
で
広

い
野
に
放
さ
れ
た

か
念
入
り
に
検
査
を
受
け
、
冬
か
　
　
″
モ
ー
君
″
た
ち
は
、
群
れ
を
作

ら
春
に
か
け
て
生
ま
れ
た
子
牛
も
　
　
り
な
が
ら
牧
場
を
走
り
回
り
、
伸

体
重
計
に
乗
せ
ら
れ
、
鼻
紋
を
と
　
　
び
伸
び
と
牧
草
を
食
べ
て
い
ま
し

っ
て
初
登
録
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
た
。

放
牧
場
ま
で
は
、
次
々
　
　
　
　
　
変
な
感
じ
〃
鼻
紋
を
と
っ
て

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
る
　
　
　
　
　
初
登
録
す
る
子
牛



広報しうら の

ゆ
と

'リの
時
間

に

屹轟徘十三拳冬洋ク予プ鷺量
一海洋性スポーッを
学校教育の一環に一

∃

ツ

ト

カ
ヌ
|

:こ

ガ
戦̀

十
二
小
学
校

⌒阿
部
季
弘
校
長

・
児
童
数
九
十
八
人
）
で
は
、
こ
と
し
か
ら
ヨ

ッ
ト
や
功
ヌ
ー
を
利
用
し
た
、
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な

り
、
五
月
十
三
日
午
後

一
時
か
ら
、
全
校
児
童
の
ほ
か
、
岡
田
幸
三
西
北
教
育
事

務
所
長
や
白
川
治
二
郎
村
長
ら
地
元
関
係
者
約
六
十
人
を
招
き
、
十
三
小
海
洋
ク

ラ
ブ
舟
艇
披
露
式
を
行
い
ま
し
た
。

財
団
法
人

「ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
　
　
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
」
　
　
　
こ
の
事
業
の
趣
旨
は
、
海
と
山

（略
称
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
、
笹
川
良

一　
　
と
湖
に
恵
ま
れ
た
十
三
小
学
校
で

会
長
）
で
は
、
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
　
　
求
め
て
い
る

「自
然
を
活
用
し
た

な
ど
の
実
践
活
動
を
通
じ
、
青
少
　
　
教
育
」
に
ビ
ッ
タ
リ
一
致
し
て
い

年
の
心
身
の
練
磨
を
は
か
り
、
豊
　
　
る
こ
と
か
ら
、
阿
部
校
長
が
昨
年

か
な
人
間
性
を
養
い
、
海
へ
の
関
　
　
九
月
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

（東
京
都
江

心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
海
事
思
　
　
東
区
深
川
）
へ
出
か
け
、
詳
し
い

想
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
　
　
内
容
を
調
べ
る
と
と
も
に
、
事
業

に
、
青
少
年
海
洋
ク
ラ
ブ
育
成
事
　
　
実
施
の
要
請
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
揆
お

―

同
年
十

一
月
、
阿
部
校
長
、
自

川
茂
主
事
、
十
三
子
ど
も
会
、
八

木
沢
良
蔵
部
長
の
二
人
が
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
で
行
っ
た
研
修
に
参
加
し
、

初
級
育
成
士
の
資
格
を
取
得
す
る

な
ど
、
事
業
実
現
へ
の
足
ど
り
は

急
テ
ン
ポ
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

五
月
二
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か

ら
ヨ
ッ
ト

・
カ
ヌ
ー
な
ど
合
わ

せ
て
十
八
隻
の
船
が
届
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
安
全
祈
願
を
兼
ね
て

父
母
や
各
関
係
者
へ
の
披
露
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

同
校
で
は
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を

四
年
生
以
上
の
上
級
生
四
十
二
人

全
員
を
対
象
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
と

″ゆ
と
り
の
時
間
″
の
一
環
と
し

て
、
毎
週
木

・
金
曜
日
の
午
後
合

わ
せ
て
三
時
間
に
わ
た
つ
て
続
け

現

実

と

な

っ
た
夢

関係者のテープカット.海洋クラプの
■生を視もヽました。

ヨット・カヌ…はこのように……。早
く十二湖へ行って乗りたいナァ……

ふ
だ
ん
か
ら
、
ヨ
ッ
ト
の
浮
か

ぶ
十
三
湖
を
想
像
し
て
い
た
せ
い

か
、
十
三
湖
を
ヨ
ッ
ト
で
走
る
夢

を
何
度
も
み
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
ヨ
ッ
ト
や
カ

ヌ
ー
な
ど
合
わ
せ
て
十
八
隻
も
寄

贈
さ
れ
、
夢
の
実
現
に
校
内
も
わ

き
か
え

っ
て
い
ま
す
。

十
三
小
児
童
会
長

相

川

聡

貴

ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
な
ど
に
は
乗

っ
た
こ
と
は
な
く
、
少
し
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
利
用
し

た
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、

海

へ
の
関
心
を
よ
り

一
層
深
め
る

と
と
も
に
、
強
い
体
と
豊
か
な
心

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
み
ん
な
で

な
か
よ
く
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

教
育
効
果
と
体
力
つ
く
り
を

本
校
の
子
ど
も
た
ち
に
、
心
も
、

か
ら
だ
も
建
康
で
、
生
き
生
き
と

活
動
す
る
姿
を
求
め
よ
う
と
い
う

願
い
か
ら
、
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

毎
週
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
ゆ
と
り

の
時
間
を
利
用
し
て
、
水
曜
日
、

ホ
曜
日
の
午
後
、
三
時
間
に
わ
た

り
学
習
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。
対
象
は
四
年
生
以
上
全
員
。

十
二
小
学
校
長

目

部

季

弘

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力

を
得
て
、
前
潟
、
十
三
湖
の
広
い

水
面
と
、
緑
の
山
々
と
い
う
美
し

い
自
然
σ
中
で
、
全
職
員
が

一
体

と
な
っ
て
、
こ
の
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。
海
で
の
ス
ポ
ー
ツ

は
、
子
ど
も
た
ち
に
貴
重
な
体
験

や
感
動
と
な
っ
て
、
毎
日
の
学
習

に
生
か
さ
れ
、
更
に
は
、
本
校
の

教
育
目
標
達
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い



進む緑化運動
森
林
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
必
要
な
水
源
を
か
ん

養
す
る
ほ
か
、
国
土
を
保

機
能
を
持

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
近
年
の
都
市

化
の
進
展
に
伴

い
、
そ
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
増
大

私
た
ち
の
国
土
を
緑
豊

か
な
環
境
に
す
る
た
め
に
、

各
地
の
関
係
機
関
団
体
が

毎
年
緑
化
運
動
を
続
け
て

C 広報しうら

(上)無債苗木の配布などを決めた総会

(下)児童。生徒も含めて「ソメイヨシノ」を記念植樹

「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
を

記
念
植
樹
、
桜
の
名
所
に

北
五
地
方
林
業
振
興
協
議
会

（平
山
文
二
郎
会
長
）
で
は
、
五

月
二
十

一
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
相
内
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
五

十
六
年
度
の
総
会
を
開
き
、
北
五
管
内
か
ら
集

っ
た
約
百
人
の
関

係
者
が
、
グ
ラ
ン
ド
周
辺
に
サ
ク
ラ

一
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
百
二
十

本
を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
ｏ

総
会
で
は
ま
ず
、
平
山
文
二
郎
　
　
小

。
中

。
高
校
に
サ
ク
ラ
の
苗
木

会
長
、
自
川
治
二
郎
村
長
が

「健
　
　
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

康
で
明
る
い
生
活
を
送
る
た
め
、
　
　

　

こ
の
あ
と
、
来
賓
を
代
表
し
て

森
林
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
　
　
山
垣
興
三
金
木
営
林
署
長
が

「
私

の
で
あ
る
。
豊
か
な
森
林
を
次
代
　
　
た
ち
が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
の

を
担
う
若
い
人
た
ち
へ
受
継
ぐ
た
　
　
も
、
植
物

・
樹
木
の
お
か
げ
だ
。

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
協
力
し
　
　
私
た
ち
の
先
輩
が
残
し
て
く
れ
た

あ
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」
と
あ
　
　
縁
の
山
を

一
人

一
人
が
気
を

つ
け
、

い
さ
つ
。
続
い
て
、
林
業
功
労
者
　
　
山
火
事
か
ら
守
る
よ
う
に
し
よ
う
崚

に
表
彰
し
た
あ
と
、
村
上
兵
衛
北
　
　
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

地
方
農
林
事
務
所
長
か
ら
村
内
各
　
　
　
ま
た
、
村
内
各
学
校
を
代
表
し

て
、
市
浦
中
学
校
の
成
田
卓
也
生

徒
会
長
が

「苗
木
を
丈
夫
に
育
て
、

緑
を
大
切
に
す
る
心
を
養
い
、
た

く
ま
し
い
樹
木
の
よ
う
な
人
間
に

な
り
ま
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

新
装
な
か

っ
た
相
内
小
学
校
グ

ラ

ン
ド
周
辺
に
は
、
百
二
十
本
の

サ
ク
ラ

（
ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
）
が
植

え
ら
れ
、
地
元
関
係
者
か
ら
は
早

く
も
記
念
樹
の
成
長
を
期
待
す
る

声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
総
会
の
席
上
、
永
年
に

わ
た

っ
て
海
岸
防
災
林
造
成
と
森

林
造
成
事
業
に
携
わ
り
、
地
域
住

民
の
造
林
意
識
高
揚
に
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
て
、
佐
藤
佐
吉

（脇
元
）
さ
ん
と
高
橋
信
男
（十

三
）
さ
ん

（市
浦
関
係
分
）
に
平

山
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

杉
の
苗
木
は
一
本

一
本
大
事
に
植
え
ら
れ
ま
し
た

山の緑を山火事から甲ろう

四ツ滝沢に杉600本

「
緑
の
山
づ
く
り
」
は
私
た
ち

の
大
切
な
仕
事
の

一
つ
で
す
が
、

こ
れ
を

「山
火
事
か
ら
守
る
」
こ

と
も
ま
た
重
大
な
仕
事
で
も
あ
り

郷
土
に
緑
と
豊
富
な
資
源
を
′

を
主
旨
に
か
か
げ
た
植
樹
祭
が
、

五
月
十
五
日
、
児
童
、
生
徒
八
人

を
含
む
関
係
者
約
百
五
十
人
が
参

加
し
て
、
市
浦
営
林
署
、
市
浦
村

小
泊
村
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
菊

谷
謙
三
営
林
署
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
約
二
十
Ｊ
の
緩
や
か
な
山

の
斜
面
に
杉
の
苗
木
六
百
本
を
植

植
樹
し
た
場
所
は
、
相
内
地
区

か
ら
約
八
崚
離
れ
た
四
ツ
滝
沢
の

す
そ
に
あ
り
、
立
地
条
件
も
よ
く

順
調
を
生
育
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

植
樹
祭
の
あ
と
、
山
火
事
警
防

協
議
会
を
開
き
、

「
山
へ
入

っ
て

，
も
人
の
始
末
は
完
全
に
行

い
、
特

に
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
や

め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。



守つていますか

ドライブ好きなあなたノ

忘れないでネノ

自動車税の納期限は 6月 30日

■自働率をお持ちの皆さんヘ

自動車税の納入は6月 30日 (火 )

まで済ませましょう。

もよりの銀行、郵便局および県で

指定した農協の窓口で納めること

ができます。

また、納税貯蓄組合にカロ入して

いる人は、組合を通じて納めまし

■住所が変わつた人ヘ

市役所・役場 。郵便局には、住

所の変更届を出しても、県税事務

所には届出を忘れている方があり

ます。このため自動車税のキップ

がお手もとに届かないことがわり

ますので、早めに自動車税管理事

務所か、もよりの県税事務所に連

絡 してください。

■今年■率が車検の人ヘ

車検には、納税証明書が必要で

す。納税を済ませたあとの自動車

税のキップは、納税証明書になり

ますので、車検証と一緒に大切に

保管しましょう。

■自鵬率を下取りに出したり、転

売した人ヘ

陸運事務所に登録の手続きな豪

ませていないと、自動車税はまた

あなたにかかります。

下取りに出した自動車販売会社や、

売り渡した相手の人とよく相談し

て、早い機会に解決してください。

広報しうら ⑥

手続きしていますか

―こくみんねんきん―

国民年金の加入者が、出稼 ぎ

先で厚生年金保険に加入した場

合は、今まで加入していた国民

年金をやめることになります。

働 く本人は、厚生年金保険の

期間が少しだからと、国民年金

をやめる手続きをしなかったり、

留守家族の方が本人の厚生年金

保険加入を知らないために、国

民年金の保険料を納めているこ

ともあります。
この場合、厚生年金保険と国

民年金の保険料は二重納付でき

ないことになっています。二重

納付された国民年金を保険料を、

後で本人に返すむだな手数がか

かります。

こんなことのないように、出

稼ぎ先で厚生年金保険に加入す

ることを前もって知つたときは、

でかける前に市町村役場の国民

年金係へ連絡するか、行き先で

厚生年金保険に加入した場合は、

家族に連絡して国民年金をやめ

る手続きをしてください。

加入している年金制度が変つ

ても、将来、それぞれの加入期

間を合算して必要な年数の保険

料を納めていれば、それぞれの

制度から通算老齢年金が支給さ

れるしくみになつているので、

心配する必要はありません。

また、夫が厚生年金保険など

に加入した場合、妻の国民年金

は任意加入になりますが、続け

てかけていた方が安心です。

役場 の電 話 は

2111番で す おしらせ 3

―

餞
部

―

０
と
こ
と

待
ち
ど
う
し
い

市
浦
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
完
成

吉

田

熙

子

二
月
着
工
し
た
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
市
浦
海
岸
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
い
ま
、
急
ピ

ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

一

人
と
し
て
、
そ
の
完
成
が

待
た
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

体
育
協
会
を
中
心
に
行

わ
れ
て
い
る
パ
レ
ー
ボ
ー

ル

・
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
卓

球

。
テ
ニ
ス

・
野
球

・
陸

上

。
青
少
年
を
対
拿
と
し

た
剣
道
教
室

・
高
齢
者
に

人
気
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
、
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱

は
高
ま
る

一
方
で
す
。

こ
れ
ま
で
不
便
を
感
じ

て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
完
成
で

解
消
さ
れ
る
と
思
う
が
、

各
団
体
、
ク
ラ
プ
の
民
主

的
で
効
率
的
な
利
用
が
社

会
体
育
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
だ
と
思
う
。



⑦ 広報しうら

)33(

壇
林
寺
に豊

腱

の

琴

湖

岳

十
三
小
学
校
々
庭
南
側
に
あ

り
ま
す
土
手
、
い
わ
ゆ
る
琴
湖

岳
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
目
的

で
、
だ
れ
の
手
に
よ

っ
て
作
ら

れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
東
西

島

勝

蔵

約
二
百
Ｈ
以
上
、
そ
の
延
長
は

俗
称
後
潟
の
潟
内
ま
で
続
い
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
幅
約
十
日

も
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
高
さ
約

二
層
。
拙
子
が
少
年
時
代
に
は

上
を
畑
に
し
て
、
蜆
の
員
殻
で

ま。
，
自
く
な
っ
て
い
た
の
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。

こ
の
土
手
の
歴
史
に
つ
い
て

は
、
当
時
の
古
老
た
ち
で
も
誰

も
知
っ
て
い
る
方
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
っ
た
く
謎
の
琴

湖
岳
と
い
う
よ
り
い
え
よ
ぅ
が

あ
り
ま
せ
ん
。　
一
時
、
潟
内
ま

で
延
び
て
い
た
こ
と
か
ら
、
安

東
船
の
船
繋
ぎ
場
か
な
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
理

由
が
薄
弱
で
迷
い
続
け
た
こ
と

古
街
道
に
沿
う
土
手

琴
湖
岳
の
西
端
―
裏
町
の
尽

き
る
所
か
ら
南
北
に
古
街
道

（中
街
道
と
も
い
う
Ｊ
が
通
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
古
街
道
に
沿

っ
て
、
小
高

い
砂
丘
が
山
子
町

の
坂
に
続
き
、
二
軒
町
を
通
り

抜
け
て
、
元
忠
魂
碑
の
所
ま
で

続

い
て
終
わ

っ
て
い
ま
す
。
砂

丘
の
西
側
、
ま
た
は
砂
丘
上
に

中
町
の
家
上
並
が
あ
り
、
上
並

の
裏
畑
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
た
何
を
物
語

っ

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。
特
に
山
子
町
寄
り
の
砂
丘

か
ら
は
、
人
骨
や
中
国
製
の
大

型
香
炉

・
鎌
倉
時
代
と
推
定
さ

れ
る
像
の
頭
部

⌒衣
冠
東
帯
の

像
）
等
の
出
土
品
は
、
何
か
し

ら
中
世
の
安
倍
安
東
氏
の
盛
時

を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
砂
丘
に
つ
い

て
も
誰
も
気
が

つ
か
な
い
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
た
、
謎
の
砂
丘

と
い
う
よ
り
外
あ
り
ま
せ
ん
。

南
端

の
土
手

さ
ら
に
進
ん
で
、
元
忠
魂
碑

―
古
城
が
丘
―
か
ら
東
西
に
廷

び
る
土
手
に
つ
い
て
も
、
助
四

郎
の
亡
き
金
之
丞
じ
い
さ
ん
で

す
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

四
年
ぐ
ら
い
前
に
、
早
稲
田

大
学
の
桜
井
先
生
が
壇
林
寺
址

の
試
掘
を
し
た
折
、
小
高

い
、

こ
の
土
手
の
地
質
を
調
べ
て
も

ら

っ
た
ら
、
そ
ん
な
に
古

い
土

質
で
は
な
い
そ
う
で
す
が
、
何

千
年
前
も
の
こ
と
を
研
究
し
て

い
る
学
者
先
生
か
ら
見
れ
ば
若

い
地
質
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

三
四
十
年
前
の
古
老
が
作
ら
れ

た
年
代
も
わ
か
ら
な
い
小
さ
い

土
手

⌒現
在
湯
浅
信

一
君
の
畜

舎
が
あ
る
所
）
も
謎
め
い
て
い

ま
す
。三

土
手
に
日
ま
れ
た

壇
林
寺
境
内

小
子
の
推
測
に
よ
れ
ば
、
こ

の
三
つ
の
土
手
に
囲
ま
れ
た
区

域
が
、
秀
栄
の
隠
居
し
た
壇
林

寺
境
内
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中

国
製
青
磁
の
高
価
な
器
物
は
、

ほ
と
ん
ど
量
的
に
見
て
も
、
こ

の
区
域
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

外
三
郡
誌
で
は
、
小
規
模
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
安

東
水
軍
の
総
帥
た
る
、
福
島
城

主
だ

っ
た
藤
原
秀
栄
の
隠
居
地

に
ふ
さ
わ
し
い
壇
林
寺
境
内
を

考
え
て
み
る
時
、
そ
の
よ
う
に

考
え
ぎ
る
を
得
ま
せ
ん
。
後
学

の
た
め
、　
一
応
仮
定
を
た
て
研

究
の
余
地
を
残
し
て
お
き
、
若

き
研
究
者
の
出
ら
れ
ん
こ
と
を

望
み
ま
す
。

つ

い

て
(4)

⑩

か

の

部

鋼
い
犬
に
手
を
咬
ま
る
　
部
下

ま
た
は
平
生
か
ら
愛
し
て
い
た
人

か
ら
害
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
。

蛙
の
面
に
水
　
ど
ん
な
仕
打
ち

に
も

一
向
平
気
な
さ
ま

（ぎ
ゃ
ろ

の
面
サ
水
と
も
い
う
）

口
き
で
０
　
そ
の
人
の
面
目
が

立

つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

嬢
ア
天
下
　
妻
の
権
力
の
強

い

家
庭
。様ど
肇
ア
群
し
い
か
が
い
い

爆
ど
敷
き
も
の
か
え
る
ほ
ど
い

■
す
カ
ン
パ
も
な
い
　
清
廉
潔

白
、
実
直
で
気
ま
ま
な
こ
と
。

静
げ
諄
離
ぢ

一月
を
開
め
る
の

を
怠
る
人
の
こ
と
。
掛
げ
筵
は
戸

の
代
り
に
入
口
に
ぶ
ら
さ
げ
て
ぃ

る
筵
の
こ
と
。
貧
乏
な
家
で
は
戸

を
閉
め
る
必
要
の
な
い
自
動
ド
ア

，
。

だ
か
ら
、
つ
い
、
戸
を
閉
め

る
の
を
忘
れ
る
。
そ
れ
で
育
ち
が

分
か
る
と
い
う
。

風
上
に
■
け
な
い
　
臭
気
の
甚

し
い
人
と
い
う
意
。
性
質
行
動
の

劣
等
な
の
を
憎
ん
で
言
う
。

好
一
ど
屁、
ア
肇
が
ら
出
く
　
そ

の
被
害
が
最
も
早
い
か
ら
。

ガ
ジ

ョ
層
サ
米
洗
水
　
ゃ
せ
馬

に
米
の
と
ぎ
汁
を

い
く
ら
や

っ
て

も
き
り
が
な
い
。
大
食
の
意
。
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磁
た
よ
鷲
似
夕
Ｆ
てヽ
④

派
遣
社
教
主
事
　
片
　
山
　
永
　
繁

家
庭
教
育
の
充
実
が
叫
ば
れ
て

は
い
る
が
、
家
庭
教
育
と
い
う
言

葉
の
も
つ
意
味
を
、
ま
ち
が

つ
て

と
ら
え
て
い
る
人
も
か
な
り
多

い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
親
が
躍
起
と
な

っ

て
、
子
ど
も
に
勉
強
を
強
制
し
て

い
る
話
を
よ
く
聞
く
。

家
庭
で
の
学
習
は
親
が
強
制
す

る
よ
り
も
、
子
ど
も
が
自
発
的
に

し
て
こ
そ
効
果
が
あ
が
る
の
で
す
。

し
か
し
、
本
当
の
家
庭
教
育
は
、

学
校
で
し
て
い
る
学
習
以
外
の
親

が
家
庭
生
活
を
通
し
て

「
も
の
の

見
方
、
考
え
方
、
行

い
方
」
を
身

に
つ
け
、
子
ど
も
が
自
立
し
て
い

く
の
を
助
け
る
人
間
教
育
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
親
自
身
の
考
え
や
見
識

に
子
ど
も
の
将
来
が
か
か

っ
て
い

る
の
で
す
。

自
分
の
子
ど
も
を
将
来
ど
ん
な

家
庭
人
、
社
会
人
に
す
る
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
が
あ
る
要
素
な

の
だ
か
ら
、
そ
の
要
点
が
わ
か
る

親
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
分
勝
手
を
考
え
方
や
行
動
し
、

言
葉
遣
い
も
悪
く
、
ル
ー
ズ
な
生

活
の
子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
今

更
の
よ
う
に
、
夫
婦
と
は
、
親
と

は
、
家
庭
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
と
嘆

い
て
い
る
人
も
い
る
。

特
に
中
学
生
期
に
な
る
と
、
高

―

限
ぶ

―

校
受
験
で
学
校
を
ふ
り
分
け
ら
れ

る
こ
と
に
よ

っ
て

一
生
の
予
想
が

つ
き
、
そ
こ
か
ら
く
る
あ
せ
り
、

不
安
が
頭
を
占
め
、
テ
レ
ビ
を
見

て
も
遊
ん
で
い
て
も
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
苦
し
さ
の
中
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
、
親
は
子
ど

も
の
た
め
に
共
に
考
え
、
背
後
を

支
え
る
信
頼
の
力
と
な
る
よ
う
努

力
す
べ
き
で
あ
る
。

市
浦
村
の
各
小
学
校
区
で
実
施

し
て
い
る
家
庭
教
育
学
級
も
、
そ

う
い
う
親
の
考
え
方
、
見
識
、
子

ど
も
へ
の
対
応
の
し
か
た
に
つ
い

て
学
習
し
合
う
場
の

一
つ
な
の
で

二
人
目
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

と
、
母
親
は
、
ど
う
し
て
も
下
の

子
に
手
が
か
か
る
た
め
、
上
の
子

過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
な

そ
れ
ま
で
、

い
わ
ゆ
る

一
人

っ

ｒ
で
人
事

に
育
て
ら
れ
て
き
た
Ｌ

の
子
―
‐
―
ま
し
て
や
、
祖
父
母
が

い
た
り
、
近
所
づ
き
あ

い
の
多

い

家
庭
の
場
合
は
な
お
さ
ら
で
、
用

田
の
大
人
の
関
心
を

一
身
に
集
め

こ
の
よ
う
な
上
の
子
の
満
ち
足

り
た

″環
境
″
が
、
弟
や
妹
の
誕

生
に
よ
っ
て
急
に
変
わ
る
こ
と
が

親
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
下
の
子
に
目

が
移
り
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、

■
日
ｇ
●
愛

情

は

Ｌ
の
子
は
不
安
や
孤
独
感
を
味
わ

う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
嫉
妬
心
さ
え
で
て
く

る
場
合
が
あ
り
ま
す
ｏ
こ
の
よ
う

な
心
情
か
ら
、
子
ど
も
は
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
心
落

ち
っ
か
ず
、
時
に
は
寂
し
い
思
い

平

等

に

う
と
せ
ず
、
自
分
勝
手
な
こ
と
を

し
た
り
、
ひ
と
り
で
は
じ
ゃ
い
だ

り
、
と
き
に
は
、
下
の
子
を
わ
ざ

と
泣
か
せ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は

情
緒
不
安
定
に
な

っ
て
い
る
証
拠

す
る
に
は
、
母
親
は
二
人
を
平
等

に
扱
う
よ
う
に
心
が
け
、
子
ど
も

に
は
同
じ
親
の
子
と
い
う
考
え
を

打
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

子
育
て
の
鉄
則
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
上
の
子
に
は
、
お
兄
さ
ん

ん

（お
姉
さ
ん
）
と
し
て
の
心
構

え
に
つ
い
て
、
親
子
で
十
分
に
話

し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
兄
弟

の
あ
り
方
を
教
え
、
自
分
勝
手
を

自
己
主
張
は
兄
さ
ん

（姉
さ
ん
）

ら
し
く
な
い
こ
と
を
自
党
さ
せ
る

二
人
の
子
ど
も
は
、
親
に
対
し

て
対
等
な
愛
情
を
求
め
ま
す
。
親

の
態
度
が
大
切
な
わ
け
で
す
。

三
上
　
隼
人

（脇
　
元
）
義
　
文

中
畑
亜
矢
子

（脇
　
元
）
藤
　
義

田
中
　
清
秀

⌒十
　
一こ

清
　
則

三
和
　
信
弥

（相
　
内
）

博

松
橋
　
　
淳

⌒十
　
一こ

　
誠

二
藤
部
　
優

⌒脇
　
元
）
千
代
文

工
藤
　
仁
美

（桂
　
川
）
仁
　
人

鋼
）撻

（に『木婦期り
一調
　
脚一

⌒協川美罐摯
一場　　醐一

（〔回美卸“
一癬　　璃一

（鰤剌由美打
一榔　　商一

（維灘　馨衛
一嘲　　一［一

（に量美黎観
一鍋　　桁一

（紳鰤　伴「
一鯖　　時一

（柱］富卸翻
一卸　　「一

（」樹卿ど唾
一脚
海
卸一

∩
剛

∪

相
川
忠
四
郎
　
７．
歳

⌒十
三
）

中
山
輌
三
吉
　
７７
歳

（磯
松
）

吉
田
　
ヌ
イ
　
７７
歳

（相
内
）

小
山
内
イ
マ
　
６３
歳

（十
三
）

泣いてママをこまらすことは

ちよつとすましちゃったかな

めったにない′


